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子どもに条件をつけて接していませんか？
  思春期を迎えた我が子に、かけがえのない大切な存在であることをどのように伝えたらよいか、　
一緒に考えましょう。
ワーク１　　自己紹介をしましょう。
         （１）自分の名前、お子さんのクラス、お子さんの名前
         （２）お子さんが幼かった頃の様子やほほえましいエピソード　等
ワーク2　次のつぶやきを読み、感想を話し合いましょう。また、我が子に対して条件を　　　　つけて接したことはありますか。あるとすればどのような場面ですか。

ワーク３　思春期を迎えた我が子に、かけがえのない大切な存在であることをどのように　　　伝えますか。
資料を読みましょう  詩「あなたへ」　　　　　　　「ひと味ちがう人権ワークショップ」より
                                             　　　　 明石書店　山中千枝子　著
ふりかえり　今日のワークをとおしてどのようなことを感じましたか。
【ある相談室でのつぶやき】


Ａさん：「受験する高校を決めるとき、あなたの将来のためといって、親が意見を通そうとし


ました。本当に私のことを考えてくれているなら、自分の意志で決めさせてくれればい


いのに…。両親が大切なのは、『わたし』ではなく、『優秀なわたし』なの…。」





Ｂさん：「僕はたまたまテニスが得意で、一応部活でもリーダーと言われているから…、親は


みんなに自慢しているけれども、自分からテニスを取ったら、きっと僕のことなんか誰


も相手にしてくれないよ…。」





Ｃさん：「クラスではいつもおもしろいことを言ってみんなを笑わせたりしているので、周り


からは明るいやつ、ユニークなやつと思われています。だから、少しでもおもしろいこ


とが言えないと、みんなにがっかりされるような気がして…。最近は明るい自分でいる


ことに疲れてきました…。」








